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(F剖酎utionIntemationale Gymnstique :以下， FIG 
と呼ぶ)が1昏4由年に作成，その時代に沿った修正を















































ツムーツ (JohannChristollh Friedrich Guts 
Muths11759-1畠3宮}は著書“青年のための体操"























































































































































































































~2006 年版から 2009 年販豊中心として~ 55 
































































































































































た.だれ現在では関脚度が [135.から 160. (-
0.30点)J• [160'から180. (-0.10点)Jが減点対
平均台における採点緩員IJの変遷に関する一考察





























































































醐)11-1 A I 戸
4102 11fTを実えた被告食硯脚立名:臨御固定'00.筏}但，."構暢暗号より〉
空中局面を伴わないアクロパット系については「と
ぴ前転 (B幾度)J • r正面水、ド立ちから1/2ひねり後
























写旗 l眠鹿!密智伊香 l 裂の膜明
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